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 自由国民社の『現代用語の基礎知識』（以下、『現基知』）過去 12 年分で「壊れる」の新
しい意味が記述されているか否かを調べた結果を次に示す。『現基知』の発行時期はタイト
ル年版の前年 11 月後半である。 
 
表１ 『現代用語の基礎知識』における「壊れる」の記述 
タイトル年版 記述の有無 記述内容 著者 記載位置 
1994 － － 高橋 [若者用語の解説] 
1995 － － 堀内 [若者用語の解説] 
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表 2 主な辞典に見られる「壊れる」の別義の数と内容 
 出版年 別義数 内容 
学研国語辞典 1988 ３ 形／機能／状態 
日本語大辞典 1995 
 ３ 形／機能 
／まとまっているもの、まとまりかけているものがだめになる 
新明解国語辞典 1997  ４ 形／機能／品質変化／約束や計画などがだめになる 
広辞苑 1998 ３ 形／機能／状態 
 
表 2 で注目すべきことは、各辞典による別義立ての数に幅がみられる点である。『新明





    「コワス」：〈構造性・機能を損なう〉               〔p.237 引用〕 
 
2.3. 『類義語辞典』（1972） 
    「こわれる」：かたちのあるものが、その固有のかたちを失う場合。 
はたらきがダメになった場合にもいう。        〔p.169 要約〕 
 
2.4. 『類義語使い分け辞典』（1998） 
    「壊す」：人為的に、正常なもとの形・働きなどを失わせ、役に立たなくさせる。 
〔p.350 引用〕 
    「壊す」のとる目的語：茶碗などの瀬戸物、ガラス類、電気製品、建物、腹、体、話、








 収集するのは、「壊れる or 毀れる or こわれる」とその活用形とする。複合語は収集しな
い。但し、「壊れ始める」「壊れ出す」のように補助動詞2と組合わさった場合の語について 
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は、検索対象とし、収集する。「壊れやすさ」のように、品詞転換したものは検索対象とし
ない。「ぶっ壊れる」は検索対象とし、収集する。『聞蔵』の検索範囲は、2004 年 4 月～10
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4. 収集した用例データについて 






 聞蔵 新潮文庫 合計 






















（朝日新聞 04 年 10 月 22 日 朝刊 1 総合 001）3 
 
















 基本義では〈形〉の変化を表すが、別義 2 では、外見の変化に関わらず、その〈機能〉
の変化を表す。つまり、形は変わらないが機能がおかしく、正しい働きをしないときなど




しまった。              （朝日新聞 04 年 09 月 19 日 朝刊 生活 2 031） 
（4）６月末に右ひじを痛め、救援に回ることが多くなった。今大会の背番号は「１０」。大
会前には、椎名監督に「壊れてもいいから使ってくれ」と直訴した。 










（朝日新聞 04 年 07 月 31 日 朝刊 政治 004） 
（6）「今までの生活が壊れたからこそ、これから、何か起こるかも知れないのよね。」 
（『太郎物語』曽野綾子） 















親の事情などについて話す。      （朝日新聞 04 年 10 月 21 日 朝刊 三重２ 022） 
（9）もろくて壊れやすい中学生の少年たちの話で、70 年前後の大学闘争にからめとられた
青年たちを対旋律に配した。     （朝日新聞 04 年 05 月 13 日 夕刊 ステージ 003） 
（10）99 年に始まったＣＭ「タンスにゴン」。「沢口が壊れた」とショックを受けたファンも
いたが、飾らないコミカルな所作はファン層を広げた。 
（朝日新聞 04 年 04 月 13 日 夕刊 ＴＶ案内１ 009） 
（11）ヒロインりりこの、美に対する執着が圧巻。緩やかに壊れていくりりこが、切なく悲
しく胸に迫る。           （朝日新聞 04 年 04 月 25 日 朝刊 別刷５ 055） 
（12）人間が内から壊れていくような不安抱きてニュース見ており 
（朝日新聞 04 年 07 月 05 日 朝刊 歌壇俳壇 015） 
（13）休みもなくひたすら週刊ペースで“変なキャラ”や“変なギャグ”を描き続けていくうち
に何が変なのか徐々にわからなくなり、やがて自分が変になって壊れてしまうのだろう、
きっと。             （朝日新聞 04 年 10 月 10 日 朝刊 読書 4 014） 
（14）シリーズ 壊れる若者たち 薬物汚染、若者に拡大（にっぽんの安全） 
（朝日新聞 04 年 09 月 24 日 朝刊 東特集Ｓ 012） 
（15）この病気が恐ろしいのは、自分が壊れていくのがわかることです。 
（朝日新聞 04 年 08 月 01 日 朝刊 生活 1 028） 
（16）佐世保事件で死亡した御手洗怜美さんの父恭二さんの代理人に、女児の両親から２通
の手紙が届いたが、封は開けられていない。「私自身が壊れてしまいそうな不安がある」。 
（朝日新聞 04 年 06 月 30 日 朝刊 社会 1 035） 
（17）松坂慶子 「人間の証明」に出演（ズームアップ） 
「目いっぱいで壊れちゃう」と、切実な状況に追い込まれた。翌年、結婚。仕事を減ら




（朝日新聞 04 年 04 月 13 日 夕刊 芸能 1 005） 
（19）彼が壊れ、事件は闇に5       *（朝日新聞 04 年 03 月 10 日 朝刊 朝刊文化 031） 
 
                                                        








































   ②    ③ 
 メタファー    ①家が壊れる 〈形〉 
      ②肩が壊れる 〈機能〉 
   ④    ③縁談が壊れる 〈抽象物〉 
      ④教師が壊れる 〈人〉 
福田 あやの 
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検索範囲：2004 年４月１日～2004 年 10 月 31 日分 
『新潮文庫の１００冊・CD-ROM 版』（1995） 
